
グローバル・カフェ「Barry Russell 博士トークイベント」を実施しました 

2024 年 3 月 22 日（金）に、チャールズ・ダーウィン大学（オーストラリア、

ノーザンテリトリー州）リサーチフェローの Barry Russell 先生をお招きし

「Barry Russell 博士トークイベント」をハイブリッド形式で実施しました。学生

8 名（オンライン 6 名）、教職員 10 名（オンライン 1 名）の計 18 人が参加しま

した。 

 

 Russell 先生はニュージーランド出身ですが、長くオーストラリアに住んでおら

れます。まず、ノーザンテリトリー州（以下、NT）について紹介がありました。

面積は日本の 3.5 倍であるが、人口は 23 万人ほどであること、人口の 26.3％は、

先住民（アボリジニ）とトレス海峡諸島民（オーストラリア・クイーンズランド

州トレス海峡諸島の先住民）で占められており、オーストラリア先住民にとって

重要な文化地域であること、世界遺産のカカドゥ国立公園、ウルル（エアーズロ

ック）、カタ・ジュータ（オルガス山）などがあること等が紹介されました。 

 

 続けて、州都ダーウィンの歴史について詳しくお話しいただきまし

た。オーストラリア先住民が 18 世紀初頭からインドネシアの商人と

交易を行っていたこと、同時期にイギリスが探検航海を実施し、この

地域で測量を行い、博物資料を収集したこと、イギリスは 1824 年か

ら 1838年にかけて、ダーウィンの約 80km北方に位置するフォート・

ダンダス（メルビル島）にオーストラリア最初の入植地を設立したこ

となどです。1839 年にはフランスの探検航海船がイギリスの入植地

であることを知らずに、北部オーストラリアに到着しました。彼らの

到着をインドネシアの漁師から知らされたイギリスは、フランスが北部オーストラリアの領有権を主張するので

はないかと恐れたそうです。ちなみに、「ダーウィン」という名前は、進化論を唱えたダーウィンにちなんでいま

すが、ダーウィン自身はここに立ち寄ったことはないそうです。 

 

 お話の中で印象的であったのが、第二次世界大戦中にあった日本軍によるダーウィンへの爆撃でした。1942 年

２月 19 日、日本の 188 機による空爆によって少なくとも 243 人が死亡し、街は壊滅的な被害を受け、当時のオ

ーストラリアにとっては最も深刻な攻撃であったそうです。 

 

 魚類学者としてご活躍されている Barry 先生の研究についても、先生が以前副館長として在籍していたノーザ

ンテリトリー博物館の写真を用いて紹介されました。さらに、魚のはく製、標本、博物画などを頼りに、現存の

魚の学名が正しいか、新種の魚が正しく分類されているかどうか等、研究を進めていく様子が映像で紹介されま

した。 

 

 最後に、NT について「60,000 年以上も前から先住民が居住していた証拠が残っているが、ほぼ手付かずの自

然環境が驚くほど多く残っている。移住して 40 年ほどになるが、日々自然の偉大さに感動させられる。日本の

ような大都市を訪れるのも楽しいが、オーストラリアへの旅行を考えている人は NT を訪れることをぜひお勧め

したい。きっと未知の体験ができますよ。」と語ってくれました。 


